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1 はじめに

山川菊江の『武家の女」は、安政 4 年 (1857)

に水戸藩下級武士の子として生まれた菊江の母、

青山千世の半生をえがいたものである。その中に

千世は 7 歳で手習いを習いはじめ、 13 歳で裁縫

のお師匠さんについて裁縫を習いはじめたことが

書かれている。そのお師匠さんは、身分の低いご

＜貧乏な、老藩士のおくさんであったという。

また、幕末の随筆「近世風俗志』には「京坂

にありて江戸にこれなき所の生業」の一つとし

て「裁縫師匠」がとりあげられている。「京坂

の童女 13、 4 以下、書筆を学ばせ、その後は裁

縫の師家に通はしてこれを習わしむ。号けてぬ

ひものやと云ふ。多くは寡婦等の業とす。」(I) と

ある。京都、大坂では、 13、 4 歳まで女の子は

読み書きを習い、その後は裁縫の師匠のもとに

通い裁縫をならっていた。また、師匠の多くは

寡婦であった。

裁縫は人の生活の基本である衣食住の一つ、

衣類の調整である。仕立てを生業とする職人、

仕立師は別として、日常的な衣類の調整は、家

の中で親から子へと伝えられてきたものであろう。

それが、いつの頃からか「他人の手で」仕込まれ

るようになった。上記二例から幕末の都市部に

おいては、武家や商家の女の子は、 13 、 4 歳頃

からは裁縫の師匠の元に通っていたことがわか

る。

しかし、農村部や小さな町場などではどうだっ

たのであろうか。千葉県内各地には「筆子塚」
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と呼ばれる、近世から近代はじめにかけての、読

み沓きの師匠の墓碑や顕彰碑が数多く確認され

ている。師匠の教え子（筆子）たちが師匠の徳

に感謝し、建立したもので、建立者として「筆

子中」「弟子等」「門人中」と刻まれている。ま

た、師匠の人となりなどが刻まれたものもある。

これらの筆子塚のなかに、「針子中」「縫子中」

と刻まれた、針子たちが裁縫の師匠の徳に感謝

し建立したものがある。それにより、裁縫師匠

の人となり、弟子たちの数など、当時の裁縫塾

の様子をかいま見ることができる。

筆者はこれまで、聞き取りや裁縫教授の場で

作られた裁縫雛形などの資料をもとに、明治末

から昭和にかけての裁縫塾について検討してき

た~)裁縫塾は私塾であるため、記録類が残り
にくい。また、聞き取り調査で遡る事が可能な

のは、昭和はじめ頃までであり、裁縫教育の変

革期、明治初期の裁縫塾について検討すること

は難しい。

石造物は、幕末・明治初期の、空白の時期を

うめてくれる資料となり、文献などの記録に残

らない師匠の存在を明らかにし、当時の裁縫師

匠について知る手がかりとなる。

千葉県内の「筆子塚」については、川崎喜

久男氏の労作がある。氏は県内の筆子塚の

悉皆調査を行い、その成果は「筆子塚の研

究』(3) としてまとめられている。

本稿では、これを参考としながら、幕末から

明治にかけての千葉県内の裁縫師匠について検



表 1 千莱県内裁縫師匠関連石造物
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所 在 地 墓 碑 銘 性別 没 年 建 立 年 建立主体 碑文 備考

了義顧性jJ士 男 天保3年4月 2011 1832 
弟女子子9129 人名中I 横芝町木戸台 増福寺 縫物弟•子 ,11

妙空了然信女 女 慶応元年12月 HJ 1865 

小島雄玄 男 元治2年3月 1865 
2 栄町布太 双林寺 喰子．把針子 有

小島雄玄浜 女 元治2年3月 1865 

3 小見川町下小堀 浄福寺 鎌形トラ 女 明治8年1 月 JOB 1875 裁縫弟子中 有 82オで没

箕性院心 H 逍法1,1士 男 慶応元年II 月 4B 1865 
4 横芝町木戸台 増福寺 策弟・縫物中

貞深院妙林自徳俯女 女 明治IO年8月 1877 

5 茨城県稲敷郡東町砂押 祥箕寺 智縫貞貫大姉 女 明治14年6月 14 1881 針子中

6 野栄町川辺 薬師寺 裁縫碑 女 明治16年4月 1883 縫子中

内山かよ 女 明治16年5月 1883 
7 小見川町分螂 導慶寺 女弟子中 有 60オで没

内山政七 男

8 勝浦市南 illlll 大法寺 ツネ 女 明治19年 1月力日 1886 村ヲハリコ 有

, 小見川町小見川 善光寺 大久保千代 女 明治20年1 月 1887 裁縫弟子中 有

10 佐倉市上座 宝樹院 明頓了音尼首座 女 明治20年9月 27rJ 1887 故縫子供中

妙福寺 好縫院浄衣信士 男 明治21年2月 1888 
11 東金市台方 裁縫弟子中

妙福寺 隋縫院妙裳信女 女 明治21年2月 1888 

12 八Alli場市西店野 農村協J,;J館 成光院貞徳大姉 女 明治24年5月 1891 （針子） 有

13 君津-.trlti子安 稲荷神社 小柴重治 男 明治24年7月 I □ 1891 

14 栄町須Ti 虚空蔵堂 宇山婦乃墓 女 明治25年 1892 門人等 有

15 鴨川市広場 鋭忍寺 川上源蔵 男 明治30年4月 2011 1897 針子 ,1, 65オで没

16 我孫子 rli./Ji佐 大井い亡l 女 明治31年 l□ J 月 2511 1898 針子,,,

17 山川町/(f,I.!\ 修徳院 浄菅院光善妙歌梢大姉 女 明治31年 IFIS月 1898 針子中

18 多古町南"' 南中硲地 華光院妙顔 Iii'.! 大俎Ii 女 明治33年JOI] IOI I 1901 針子,,,

19 佐原市野fill 谷 /J;( 共阿岱地 餌女II院貞操妙音信女 女 明治34年4JJ 1902 裁縫,,,

20 芝 1l1IH[ll1 中 徳蔵寺 吉川はる子 女 明治43年 I2)J 1910 裁縫 I"! 弟"'

21 小見川町―ド小堀 浄福寺 裁縫教師伊藤安子之碑 女 明治34年 大正元年 I)J 1912 門人 84オで没

22 八千代市米本 逆水絡地 土屋美都子 女 大正JO年2月 1011 1921 寄附者 有

23 東JI:町,JヽHi 蔵福寺 字井八郎右術l"J,/J.'( 紋縫妙縫倍女） 女 弟子"''

頴
日
涸
+

（川崎喜久夫 f"j\;{-塚の研究J 多 t'l/lJ版株式会社 1992 『ホ子塚打料集成 一千棄県・群．馬県・神奈川県ー」 l.•I立歴史民俗博物館 2001 から作成）
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討する。

2 千葉県内における「針子」「縫子」建立の

石造物

「筆子塚の研究」等から、県内の裁縫師匠の

ために建てられたと考えられる石造物は表 1 の

23 基である。

これらの石造物 23 基には「縫物弟子中」「把

針子中」「縫物中」「針子中」「縫子中」「門人」

「村ヲハリコ」「裁縫子供」「女弟子中」など、

建立した集団の名称が刻まれている。「門人」

「女弟子」と刻まれているものについては、碑

文等で裁縫を教えていたことが確認できるもの

に限った。弟子が女性だけだからといって、必

ずしも裁縫を教えていたとは限らない。

分布は香取地区にかたよっているが、裁縫師

匠がこの地域にだけに多かったとは考えにくい。

石造物を建立する習慣の有無などの理由が考え

られる。ちなみに、裁縫の上達を祈願して奉納

された絵馬の分布は山武地方にかたよっているり
石造物に刻まれた師匠の没年、あるいは建

立年で一番古いものが、横芝町木戸台増幅寺に

ある、天保 3 年 (1832) 没の了義順性信士の墓

石で、最も新しいものが八千代市米本にある、

土屋美都子のために大正 5 年 (1912) に建てら

れた顕彰碑である。

23 基中、夫婦同墓のものが 4 基あり、石造

物に刻まれた師匠名は 27 名で、男性が 7 名、

女性が 20 名である。

表中の 2、 4 は夫婦同墓で「筆子．把針子」

の連名で建立されており、夫が手習いの師匠、

妻が裁縫の師匠だったとも考えられる。

ー方で、表中の 1 、 7、 11 は夫婦で裁縫を教

えていたと考えられる。 11 は夫婦ともに法名

に「縫」という字が使われていることから、 2

人とも裁縫の師匠であったことがわかる。 7 に

ついて詳しくは後述するが、夫、内山政七は江

戸で裁縫を学んでいる。他に 13 、 15 は男性の

裁縫師匠のために建てられたものである。
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また、全 23 基のうち 8 基に碑文が刻まれて

おり、ここから多くの情報を得ることができる。

3 師匠の技術習得

師匠はどこでどのようにして裁縫の技術を習

得したのだろうか。表中の③、⑦、⑬の師匠は、

仕立職人のもとで技術を習得した。

資料 1 表中③ 師匠名 鎌形トラ

（前略）十二歳ノ II寺仕立物ノ師二随テ豊夜

丹精ヲ盛シ十五歳二至テー女子ヲ導ク年々

歳々二及テ女子来テ指南ヲ乞我及バザレド

モ女子ヲ導ク事ヲ念トスニ十三歳ノ時鎌形

氏ノ凄トナリ明治八乙亥年二至テ歳八十二

歳弟子百八十有餘人（後略）(5) 

資料 2 表中⑦師匠名内山政七内山かよ

（前略）君幼穎悟尤妙裁縫自年少出江都及

壮専業裁縫妥有年（中略）明治元年新設一

家於分郷村又以裁縫為業授業弟子日進月盛

而溢門若干為妻平山氏同郡飯高村平山清兵

衛三女也性質温柔復能倶導子弟其徳風顕四

方（後略）(6) 

資料 3 表中⑬師[c名小柴重治

（前略）年十二学裁縫術八年術成乃延縣内

兒女教之其授業四十八年入門者殆千人（後
略） (7) 

資料 l の鎌形トラは、 12 歳から 15 歳までの

3 年間「仕立物ノ師」のもとで、昼夜丹精して

裁縫の技術を身につけている。鎌形トラの墓石

に刻まれた建立者は「縫物弟子中」となってお

り、「仕立物弟子中」ではない。 トラは「縫物

師匠」であり、「仕立物ノ師」ではないようだ。

「裁縫」と「仕立」の言葉の違いであるが、

「近世風俗志（守貞設稿）（一）」「裁縫師匠」の

項に「三都ともに雁銭をもって裁縫を業とする

工あり。これは仕立屋と云うなり」(8) とある。
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「仕立」という言葉には、裁縫のプロとしての

職人という意味が込められていると考えられる。

トラは仕立職人のもとで裁縫の技術を習得した

と考えてよいだろう。

資料 2 の内山政七は、江戸へ出て裁縫を学ん

だ後、仕立を仕事としていたが、明治元年

(1868) に小見川へ婦り、仕立のかたわら裁縫

を教えた。政七の妻かよも、弟子の指導を行っ

たようであるが、かよが何処で裁縫技術を身に

つけたかはわからない。

資料 3 の小柴重治は 12 歳から 8 年間裁縫を

学び、技術を習得した後、 48 年間にわたり、

児女に裁縫を教えた。小柴重治については、

『千葉縣教育史』巻 1 (9) に「子安坂裁縫塾」と

して記載され、師匠は重治と妻まつ、生徒の数

は女 40 人となっている。内山かよ同様、まつ

がどこで、どのようにして裁縫技術を身につけ

たかはわからない。

また、武士階層の出身だった師匠もいる。

資料 4 表中 22 師匠名 土屋美都子

美都子者薔佐倉藩士林為五郎之長女也文

久三年頃二十五歳嫁於印脂郡阿蘇村米本農

土屋文右衛門（中略）美都子能裁縫毎歳亘

冬春集近郷之婦女子而教授五十餘年子姦浴

其恩恵者賓不知幾百人（後略） (10) 

土屋美都子は旧佐倉藩士の娘で、 25 歳の時

に印脂郡阿蘇村米本の農家に嫁いだ。裁縫が得

意だったので、毎年冬から春にかけて近郷の女

子を集めて裁縫を教えた。美都子がどこで裁縫

技術を身につけたかは書かれていないが、 r武

士の女』の千世のように、手習いの後、 13 、 4

歳から嫁ぐまでの間に裁縫師匠のもとに通った

のであろう。

次の資料 5 の大久保千代は武士階層の出身で

はないが、武家とのかかわりが、裁縫師匠とし

ての箔につながった例である。

資料 5 表中 9 師匠名 大久保千代

姓大久保名千代香取郡小見川人幼好書籍

又通和歌才不？齢十有二而為堀田備中守殿

医佐藤尚中之養女年十有四歳被攀松姫於奥

仕使興松姫共学武術茶湯等勤仕六年辞職而

嫁同藩於宇津木氏産二男二女明治三年夫彦

太郎病而没此時躁立齢三年使長男郡八嗣家

世維新之際韓移故園於小見川新築一家屋更

養下飯田村人於徳造妻二女時付之以為主又

寄寓久保村高橋氏教琴連歌傍教授裁縫以為

老後之楽云云(II)

大久保千代は、幼い頃から書籍や和歌に通じ、

10 歳で佐倉藩主堀田備中守（堀田正睦）の蕃

医佐藤尚中の養女となり、その後 6 年間、堀田

正睦の息女松姫のもとで奥使えをした。後年、

そこで身につけた琴、連歌を教えるかたわら、

裁縫も教えて「老後之楽」としたという。

佐藤尚中はもと山口舜海といい、小見川藩主

内田氏の藩医山口再仙の次男として生まれた。

医学塾順天堂を佐倉に開いた佐藤泰然に入門し、

その後泰然の養子となり、後に、東京湯島に順

天堂医院を開いた人物である。

4 師匠の教えていた時代

これら師匠たちが裁縫を教えていたのは、幕

末からの明治にかけての約 100 年間である。

具体的な例を見ると、一番古い表中 l の法名

「了義順性信士」、「妙空了然信女」は没年が天

保、慶応である。

表中 3 の鎌形トラは明治 8 年 (1875) 年に

82 歳を迎えている。碑文には 15 歳で裁縫を教

えはじめたとあり、文化年間から明治のはじめ

の 60 年間にわたって裁縫を教えていたことに

なる。

表中 14 の宇山うらは、明治 25 年 (1892) に

50 歳を過ぎている。いつ頃から裁縫を教えて

いたかはわからないが、幕末維新期には裁縫師

匠をしていたと考えてよいだろう。
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22 の土屋美都子は、文久 3 年 (1863) に嫁

いでから 50 数年間近郷の婦女子に裁縫を教え

ていた。その時期は、幕末から維新、明治、大

正となる。

多くの師匠は幕末から維新、明治前半という

激動の時代を裁縫師匠として過ごした人たちで

ある。この時期は、裁縫教育にとっても大きな

変革の時代でもあった。

明治 5 年 (1872) 太政官布告第 213 号「仰出

書」、いわゆる学制が発布され、男女の別なく

小学校 8 年間が義務教育となった。学制は、男

女共通の内容で教育を行なうように定めている

ように見えるが、但し書きとして地域の実情に

あわせて「女子小学」が規定されていた。

千葉県では、明治 6 年 (1873) に「小学規則

および小学教則」を定め、「女子ニハ上等教科

ヲ省略シ、紡績裁縫等ノ女エヲ教授スル事アル

ベシ」として教科の一つとして「裁縫」を規定

している。このように基本的には男女共学の方

針をもって、県「小学規則」を定め、その中に

「裁縫」を導入したのは他県に例をみないと

いっ
ヽ (12)

その後、明治 12 年 (1879) の太政官布告第

40 号、いわゆる「教育令」では、小学校に

「女子の為には裁縫等の科をおくべし」とし、

裁縫科が女子の必修科目となった。このような

中で、裁縫師匠の中には小学校の裁縫科の教員

として登用される人もあった。東京家政大学の

創始者渡辺辰五郎は、弘化元年 (1844) に現在

の千葉県長南町に生まれ、江戸の仕立屋で裁縫

を学び、明治元年 (1868) に長南へ婦り、仕立

屋の傍ら裁縫の教授をはじめた。そして、明治

7 年 (1874) からは長南小学校の裁縫科で、明

治 11 年 (1878) からは鶴舞小学校でも裁縫を

教えるようになり、その後、千薬師範学校、東

京女子師範学校の裁縫科の教員を歴任し、共立

職業学校（現共立女学校）、渡辺裁縫女学校

（現東京家政大学）の創設に携わった。

裁縫教育の父と呼ばれる渡辺辰五郎も、裁縫
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師匠の一人であった。

5 師匠が教えていたもの

碑文は師匠の徳を讃えるために書かれるもの

である。つまり、裁縫師匠として期待された人

物像が描かれていると考えてよいだろ。そのこ

とをふまえて、碑文を読むと、裁縫師匠に期待

されたのは、単なる H 常の裁ち縫いの技術だけ

ではなかったことがわかる。

表中 12 の八日市場農村協同館にある、法名

「成光院貞徳大姉」の墓石には、そのあたりの

ことがよく書かれている。

資料 6 表中⑫師匠名 染女（法名：成光

院貞徳大姉）

裁縫を以て婦女子に博ふるもの有ありて

未だ曽て婦道を児女子に教るものあるを聴

さる也染女能此二つを以隣里の幼女に博ふ

近泄の婦女子口に高尚を唱ひてこころに其

事を忘るる事あるが如くす嗚呼是らの輩を

して此女の風をきかしめれば所謂賢妻慈母

の風に蕉陶せられ□□
(13) 

裁縫を教える者は多くいるが、婦道を教える

者は少ない。染女は裁縫だけを教えたのではな

く、裁縫を通して近隣の婦女子に、「婦道」を

伝えた。このことが、賢妻慈母の風として諧え

られている。

表中 13 の小柴重治の石碑建立時のあいさつ

には次のようにある。「（前略）小柴翁荘二見ル

ァリ或ハ縫裁ノ術ヲ教へ或ハ礼儀作法ヲ正フシ

諄々能ク婦女ヲ導キ淑徳ヲ修メシム故ヲ以テ、

ータヒ翁ノ門ヲ過ギルモノ皆良母トナリ賢妻夕

ラザルハナシ（後略）」(14) 。小柴重治もまた、

裁縫技術を教える事によって、婦女を良母賢妻

へと樽いた。

また、大久保千代の碑文には「琴連歌傍教授

裁縫」とあり、松姫のもとで身につけた琴や連

歌なども教えていた。琴や連歌といった、農村
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での実生活とは直接結びつかない、「教養」を

教授していたという点は注目できる。

八千代市吉橋貞福寺境内墓地内には、「挿花

門人ー百余 安原三左ヱ門」と刻まれた、嘉永

5 年 (1852) 没の生け花師匠の墓石がある咆
琴、連歌、生け花などの師匠が農村部にもいた

ことがわかる。

6 象徴としての「裁縫」

一師匠が伝えた「婦道」一

裁縫を習うということは、 El 常に必要な技術

を身につけることだけではなかった。裁縫の師

匠からは「婦道」を伝えられることも期待され

ていた。この「婦道」とは何であろうか。

表 l の⑭宇山うらの墓石には次のように刻ま

れている。

資料 7 表中 14 師匠名：宇 ill うら

うら女は南相馬郡布佐なる葛生東卓の次

女にして大須賀五郎右衛門に来しより貞操

欠くることなくたちぬひのわさをしえてな

りハひとせり（後略） (16) 

「たちぬいのわさをしえ」た事だけではなく、

「貞操欠くることなく」という女性として「正

しい」生き方をしてきたことが賛美の対象となっ

ている。

資料 2 の内山かよについて、碑文では「性質

温柔復能倶導子弟其徳風顕四方」と讃えている。

性格がおだやかで、夫を支えたことが賛美され

ている。これもひとつの「婦道」と考えられる。

女子に「婦道」を教えたのは、裁縫師匠だけ

でなく、手習いの師匠もまた、女子に対しては

「婦道」を教えていた。

山武市姫島に、文政 4 年 (1821) 生まれの鈴

木美和という手習い師匠の墓がある。

資料 8 師匠名 鈴木美和（成束町姫島共

同墓地） 明治 10 年 9 月 16 日建立

（前略）自幼能韻書葛字因従来之遺澤篤信

型賢之道而頗有所得焉紡績織経以為任事夫

致婦道導子弟盛愛顧不厭銀難勤労不飾衣服

制器常教後生為郷里所重門人受業者以百算

（後略）(17) 

鈴木美和は幼い頃から読書、写字が得意で、

これらを教える事を通して、「婦道」を伝えた。

その「婦道」の中身は、「紡績織経」、糸を紡ぎ

機を織ること任事とし、苦難や勤労を厭わず、

衣服など飾らないこととある。

手習いの場において、男子と女子では教育内

容に相違のあったことは知られている。江戸時

代における女子教育は、「女大学」「女今川」な

どの教訓型往来物に象徴される、中国の儒教倫

理の影評を強く受けた、独自の教育理念によっ

ていた。 (18) 碑文等に出てくる「婦道」もこの

理念に基づ＜ものであろう。

しかし、これらの教育理念は「武士」階層の

女性の特殊な地位に起因するものである。武士

階層の女子と町人や農民の女子とでは、期待さ

れる役割がおのずと違っていたはずである。し

かしながら、碑文で見る限りは、農村部におけ

る裁縫教授の場、手習いの場でも「婦道」の涵

養が賛美されている。

7 まとめ

千業県内の石造物からあきらかになった、幕

末明治期の裁縫師匠像についてまとめる。

『武家の女』の青山千世の通った裁縫の師匠

のもとへは、武士の娘だけではなく、町人の娘

の一緒に通っていたと書かれている。武士階層

の女子への教育が、城下町水戸の町人の女子へ

も拡がっていたことがわかる。

大久保千代や鈴木美和といった「婦道」に通

じる師匠たちの存在は、幕末維新期には農村部

においても、裁縫を習いに通うことのできる女

子がいた事を示している。

武士階層の女子への教育の理念が、町人だけ
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石造物にみる裁縫師匠ー幕末から 1月治の千業県を事例として一

でなく、農民の女子へも拡がつていたことを示

している。

しかし、資料 4 の土屋美都子の碑文には、

「毎歳亘冬春集近郷之婦女子而教授」とあり、

美都子は冬から春にかけての農閑期のみ裁縫を

教えていた。農村という場所柄にあわせて教授

されている。実際の教授の場におけるその内容、

特に「婦道」との関係については検討を要する

だろう。

今回は考察することはできなかったが、以下

の二点について簡単にふれておきたい。

表中 2、 4 の師匠たちは、夫が手習いを、妻

が裁縫を教えていた。また、現君津市根本に明

治のはじめにあった江尻塾も夫が手習い、妻が

裁縫を教えていたという把手習いと裁縫が同
じ場所で教えられており、この両者の関係につ

いて考えてみる必要があるだろう。

もう一点として、「婦道」を伝える裁縫師匠

だけでなく、仕立職人の養成をしている師匠の

存在である。表中の 1 の墓石の建立者である縫

物弟子は男子 73 名に対して、女子 19 名と圧倒

的に男子の数が多く、縫物弟子は仕立職人を目

指していたと考えられる。男子の弟子の場合は

もちろん、女子の場合でも「婦道」の一環とし

ての「裁縫」ではなく、職業としての裁縫を教

わっていた可能性がある。

裁縫の技術を学ぶ事は、女性の自活の為の手

段にも成り得たのである。「婦道」は武家の妻

のための教育理念であり、職業としての裁縫と

は別ものである。同じ「裁縫を教える場」であっ

ても、これら二つの指導内容は違っていたは

ずであり、この両者は別に検討する必要がある。
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